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１　所管予算案総括表

（１）一般会計予算額 ［単位：千円］
平成２７年度

予算額
平成２６年度

予算額
増減額

428,931 480,082 ▲ 51,151

353,147 645,323 ▲ 292,176

38,265 42,035 ▲ 3,770

418,615 436,607 ▲ 17,992

346,396 189,837 156,559

（２）特別会計予算額 ［単位：千円］
平成２７年度

予算額
平成２６年度

予算額
増減額

37,000 51,000 ▲ 14,000

16,687,000 13,705,000 2,982,000

（３）　所管の重点施策 ［単位：千円］

事業名 総合計画 予算額

予算説明書の事業名 施策体系 所管課

おんせん県おおいたディス
ティネーションキャンペーン

5-1 12,215

観光客誘致・受入に要する経
費

観光・交流 観光課

市民ホール改修事業 5-1 45,882

市民ホールに要する経費 観光・交流 観光課

九州オルレ別府コース管理運
営事業

5-1 3,879

観光情報推進に要する経費
ほか4事業

観光・交流 観光課

温泉維持補修事業 5-1 83,559

温泉維持補修に要する経費 観光・交流 温泉課

日米草の根交流サミット開催
負担金

5-1 500

日米草の根交流サミットに要
する経費

観光・交流 文化国際課

日米の市民が相互理解と親交を深め
ることを目的として開催される日米
草の根交流サミットを支援します。

商工課

大分県、県内市町村、観光関係者、
JRグループが協力して日本全国から
大分県への誘客を図る国内最大規模
の観光キャンペーンを実施します。
期間中、全国丼サミットも開催しま
す。

ＯＮＳＥＮツーリズム部

課名

観光課

温泉課

文化国際課

温泉施設の安全性を確保し、入浴者
が快適に利用できるよう改修を行い
ます。

農林水産課

市民ホールの安全性を確保し、機能
維持を図るため、改修を行います。

九州オルレ別府コースを自然を満喫
する散策コースとして保全していき
ます。

地方卸売市場事業特別会計

競輪事業特別会計

事業概要
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事業名 総合計画 予算額

予算説明書の事業名 施策体系 所管課

別府現代芸術フェスティバル
開催負担金

5-1 5,000

文化振興に要する経費 観光・交流 文化国際課

別府競輪場HD化事業 294,234

施設整備に要する経費 競輪事業課

（株）大分県畜産公社新施設整
備建設費補助事業

5-2 136,970

畜産振興に要する経費 産業・就労 農林水産課

由布岳正面登山基地整備事業 5-2 35,227

由布岳正面登山基地整備に要
する経費

産業・就労 農林水産課

沿岸漁場保全事業 5-2 7,266

沿岸漁場保全に要する経費 産業・就労 農林水産課

商店街イベント補助事業 5-2 3,800

商店街活性化に要する経費 産業・就労 商工課

商店街街路灯電気料補助事業 5-2 1,700

商店街活性化に要する経費 産業・就労 商工課

竹細工伝統産業会館改修事業 5-2 15,576

竹細工伝統産業会館管理運営
に要する経費

産業・就労 商工課

経営が厳しい商店街の支援や防犯の
ため、商店街が負担する街路灯の電
気料に対して助成を行います。

竹細工伝統産業会館の安全性を確保
し、機能維持を図るため、改修を行
います。

商店街を活性化し、地域特性を活か
した魅力ある商店街づくりを促すた
め、商店街が実施するイベントに対
して助成を行います。

事業概要

県内唯一のと畜場である大分県畜産
公社の新施設建設に補助し、衛生基
準の向上による畜産物の安全・安心
な供給、流通体制の強化や輸出促進
による畜産振興を図ります。

由布岳正面登山基地に設置されてい
るトイレを改修し、衛生環境の改善
を図ります。

海底の堆積物を除去し、漁場環境を
改善することにより漁業の振興を図
ります。

別府競輪場(宇佐サテライト含む）に
関する映像関係機器をHD対応機器へ
更新します。

別府現代芸術フェスティバル開催を
支援します。
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

08 01 01 0433 観光総務に要する経費

5 － 1

款 項 目 事業

08 01 02 0436 観光情報推進に要する経費

【事業の目的】
　別府市の観光情報をマスメディアなどの各種媒体を活用し、積極的に国内外に情報発信する
　ことにより、観光客の誘客を図るとともに、観光案内所や観光パンフレット、観光案内板の
　整備など受入態勢の充実を図ります。

【事業内容】
　①観光パンフレット作成　   5,195千円
　　観光宣伝時や各観光案内所等で使用する観光パンフレットを印刷します。
　②国内広告宣伝事業　      13,432千円
　　別府市のＰＲ・イメージアップ広告やスポーツ団体を活用した広告等を様々な媒体を活用
　　して展開することで、県内外に向け情報発信します。
　③観光案内所等運営事業    18,118千円
　　ＪＲ別府駅構内・地獄蒸し工房鉄輪内・インターナショナルプラザの市内３ヵ所の観光案
    内所の運営委託や補助事業を実施し、観光客のおもてなしや案内態勢を充実します。

【実績等】
　平成23年度  決算額　37,016,271円
　平成24年度  決算額　38,643,703円
  平成25年度  決算額　29,353,693円

総合計画の施策体系 観光・交流

総合計画の施策体系 観光・交流

予算額

455

地方債

所管課

観光課

事業名称

その他 一般財源

455

国県支出金

事業名称 所管課

36,745 5,350 31,395

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

【事業の目的】
  各事業を執行する上での総務的な経費を計上し、観光担当課としての運営の基盤を確保しま
  す。

【事業概要】
  観光課の事業全般を運営する上で、必要な消耗品の購入並びに観光担当課として出席すべき
  総務的な会議へ出席します。

【実績等】
  平成23年度  決算額   309,849円
  平成24年度  決算額   282,705円
  平成25年度  決算額   392,276円
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

08 01 02 0437 観光客誘致・受入に要する経費

5 － 1

款 項 目 事業

08 01 02 0977 ＯＮＳＥＮツーリズム推進に要する経費

【事業の目的】
　全国各地への観光宣伝、各種イベントの開催等を官民一体となって積極的に取り組むことに
　より、観光客を誘致することを目的とします。

【事業概要・実施方法等】
・おんせん県おおいたデスティネーションキャンペーン（負担金等）12,215千円
　大分県、県内市町村、観光関係者、ＪＲと共同して、大分県への誘客を図る観光キャンペー
  ンを実施します。また、キャンペーン期間中に全国丼サミットを開催します。

・国際観光船誘致促進事業（負担金）　　                        15,575千円
　平成27年度に別府港に寄港する国内外からの国際観光船の受入に伴う歓迎イベントなど様々
  なおもてなしの実施や、今後の別府港寄港に向けての誘致活動を展開します。

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

161,373 82,000 79,373

【事業の目的】
　「油屋熊八大学校事業」や「温泉資源の多面的活用」など横断的な意識啓発や資源掘り起こ
　しによるＯＮＳＥＮツーリズムを推進することにより、地域の活性化や住んで良し、訪れて
　良しのまちづくりにつなげることを目的とします。
【事業内容等】
・油屋熊八大学校事業　           　1,000千円
　別府観光の祖である油屋熊八翁の功績を称えるとともに、その精神を広く市民に継承するた
　め、3年目となる油屋熊八大学校においてより実践的な講座を実施し、観光に携わる人材の
  育成をします。
・別府っ子観光授業　　                48千円
　別府市内の小学生等を対象に、別府の主要産業である観光に興味を持ってもらい、将来、観
　光に携わる人材を育成するために、市職員や観光関係者により、別府観光についての授業を
　行います。
・ＯＮＳＥＮツーリズム大使認定事業 　151千円
　別府の観光宣伝に貢献していただける方を「ＯＮＳＥＮツーリズム大使」として任命しま
  す。
・別府市観光統計調査事業　　         908千円
　別府観光の現状を把握し、今後の企画運営に役立てるため、宿泊客を対象に調査等を実施し
　ます。

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

2,107 2,107
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

08 01 03 0655 湯けむり健康マラソン大会に要する経費

5 － 1

款 項 目 事業

08 01 03 0896 スポーツイベント誘致に要する経費

10,352

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

2,990 2,990

【事業の目的】
　マラソン・ウォークを通じて、県内外の多くの方々に奥別府の素晴らしさを紹介することで
　別府市の観光浮揚を図るとともに、別府市民並びに観光客の健康づくりの場を提供すること
　を目的とします。

【事業概要】
・別府湯けむり健康マラソン・ウォーク大会は、昭和６３年から毎年行われており、県内外か
　ら多くの参加者を迎えています。その別府湯けむり健康マラソン・ウォーク大会実行委員会
  に対する大会運営費の一部補助を行います。

【実績等】
　平成24年度　大会エントリー数　1,768人（内 市内：336人 市外：1,432人）
　平成25年度　大会エントリー数　1,665人（内 市内：327人 市外：1,338人）
  平成26年度　大会エントリー数　1,702人（内 市内：332人 市外：1,370人）

【事業の目的】
　別府市内のスポーツ施設を活用したスポーツ観光を推進することにより、別府市の観光浮揚
　を図るとともに、別府市並びに市民スポーツの活性化を図ります。

【事業概要】
・別府市の充実したスポーツ施設と宿泊施設、温泉施設を活かして、別府市内に宿泊を伴うプ
　ロや実業団、学生等の各種スポーツ大会やキャンプ等を誘致するため、東京・大阪など全国
　各地に誘致活動を積極的に展開します。また、所定の用件を満たした大会・キャンプ等の主
　催スポーツ団体には、スポーツ大会等開催補助金を交付します。

【実績等】
　平成23年度　スポーツ大会等開催補助金交付実績額　 8,480,000円（宿泊者数：23,487人）
  平成24年度　スポーツ大会等開催補助金交付実績額　 9,630,000円（宿泊者数：22,021人）
　平成25年度　スポーツ大会等開催補助金交付実績額　 9,800,000円（宿泊者数：32,926人）

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

10,352
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

08 01 04 0441 市民ホールに要する経費

－

款 項 目 事業

08 01 04 1030 基金積立金

その他

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

161,831 51,674 110,157

【事業の目的】
　別府市コンベンション振興基金を積み増すことで、より長い期間、本市におけるコンベンシ
　ョンの振興のための事業への充当財源を確保することを目的とします。

【事業内容】
　別府市コンベンション振興基金条例第４条に基づき、当該基金を定期預金・債券等で運用し
　た収益部分について、当該基金に積み立てます。

【実績等】
　平成21年度　   7,837,659円
　平成22年度　  14,274,405円
　平成23年度　   1,366,549円
  平成24年度　   1,560,188円
　平成25年度　　 3,575,260円

【事業の目的】
　国際・国内間地域間の相互理解の増進並びに宿泊観光客の増加等による地域経済の活性化及
　び芸術文化の向上を目的とします。
【事業概要】
・コンベンション大会誘致助成事業　　47,202千円
　ビーコンプラザの催事開催状況が好調であるため、引き続き、コンベンション振興と宿泊客
　数の増加を図るため、別府国際コンベンションセンター　Ｂ－Ｃｏｎ　Ｐｌａｚａにおける
　コンベンション大会開催にかかる会場使用料を助成することにより、新たに国際会議や各種
　団体の全国・九州大会等の誘致につなげる事業を展開します。
・市民ホール管理運営事業　　        63,975千円
　市民ホールの管理運営については、平成１８年４月１日から指定管理者制度を導入していま
　す。
・施設維持管理事業　　              45,882千円
　経年劣化等により改修が必要となった市民ホール並びに大分県との共有部分の各箇所の壁面
　電気、機械工事等を実施します。
【実績等】
　平成24年度決算額　145,422,587円
　平成25年度決算額　161,074,306円
 
 

総合計画の施策体系

事業名称

933 933 0

一般財源

観光課

所管課

予算額 国県支出金 地方債
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

08 02 01 0442 志高湖・神楽女湖管理に要する経費

5 － 1

款 項 目 事業

08 02 01 0443 志高湖周辺整備に要する経費

9,765

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

13,592 13,592

【事業の目的】
　自然に親しむ憩いの場として、阿蘇くじゅう国立公園内に位置する志高湖野営場及び神楽女
  湖を奥別府観光の核として充実を図り、別府市の観光振興に結びつけることを目的としま
  す。

【事業内容】
・志高湖野営場・神楽女湖運営事業    12,580千円
　志高湖野営場の管理運営については、指定管理者制度を活用し、引き続き運営します。次に
　神楽女湖の運営については、観光課で行いますが、菖蒲畑及び花しょうぶの管理は公園緑地
  課が担当しています。また、６月中旬頃には花しょうぶ観賞会を実施します。
・施設維持管理事業　               　1,000千円
　自然災害や経年劣化等により、施設の復旧作業や補修工事等の必要性が生じた場合に補修工
　事等を行い対応します。

【実績等】
　平成23年度　志高湖来場者数　142,122人、神楽女湖来場者数　32,867人
  平成24年度　志高湖来場者数　181,693人、神楽女湖来場者数　28,129人
  平成25年度　志高湖来場者数　156,532人、神楽女湖来場者数　44,484人

【事業の目的】
　施設の整備充実を図ることにより、市民や観光客がより自然に親しみやすい憩いの場となり
　阿蘇くじゅう国立公園内に位置する奥別府の中核施設として、周辺観光の促進に貢献するこ
　とを目的とします。

【事業内容】
・志高湖周辺整備事業　　9,754千円
　別府市営志高湖野営場並びに神楽女湖等の志高湖周辺施設の安全確保及び魅力づくりのため
  の施設整備を行います。
　①志高湖樹木維持管理委託業務
  志高湖の桜の木でテングス病に感染している部分を根元から除去し、除去した枝は菌を持っ
  ているため焼却処分を行い、切り口に薬を塗布することで桜の木の維持を行います。
  ②片山水源浚渫委託業務
  片山水源に堆積した土砂を搬出します。

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

10,212 447
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

08 02 01 0448 観光施設管理に要する経費

5 － 1

款 項 目 事業

08 02 01 1093 地獄蒸し工房鉄輪管理運営に要する経費

12,863 12,863

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

【事業の目的】
　別府市内の観光課所管施設の維持管理を行うことにより、観光客や市民が安全かつ快適に利
　用できる状況を維持することを目的とします。

【事業概要】
・別府市内の観光課所管施設の維持管理業務を実施します。
　（但し、市民ホール、志高湖、神楽女湖、地獄蒸し工房鉄輪を除きます。）
・主な管理施設は、湯けむり展望台、十文字原展望台、関の江海水浴場、ＪＲ別府駅前手湯モ
　ニュメント、由布川峡谷、九州オルレ別府コースなどです。

【実施方法等】
　各施設の運営にかかる消耗品の購入や光熱水費の支払、清掃業務委託、維持補修工事並びに
　関の江海水浴場の管理運営にかかる経費等を計上し、運営します。

【実績等】
　平成24年度決算額　　12,441,920円
　平成25年度決算額　　11,468,728円

【事業の目的】
　地獄蒸し工房鉄輪を鉄輪地域の観光拠点施設として運営することにより、鉄輪地区の地域活
　性化や別府市全体の観光振興につなげることを目的とします。
【事業概要】
　温泉蒸気を利用した料理方法の体験を通じ、市民相互又は市民と観光客等の交流促進を図り
　ながら、地獄蒸し工房鉄輪の管理・運営を行います。
【実施方法等】
・地獄蒸し工房鉄輪管理運営事業　　11,315千円
　地獄蒸し工房鉄輪の管理運営については、平成２４年４月１日から指定管理者制度を導入し
  ています。なお、券売機については、平成２２年度から市との直接契約方式で、６年間のリ
　ース契約を結んでいます。
・施設維持管理事業　             　1,200千円
　突然の故障や経年劣化等による補修・修繕等の必要性が生じた場合に、補修工事等を行い対
  応します。
【実績等】
　平成22年度　地獄蒸し釜使用人数　58,722人
　平成23年度　地獄蒸し釜使用人数　76,044人
　平成24年度　地獄蒸し釜使用人数　97,327人
  平成25年度　地獄蒸し釜使用人数　97,651人

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

15,478 1,012 14,466
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

08 03 01 1012 温泉事務に要する経費

5 － 1

款 項 目 事業

08 03 01 1013 市営温泉に要する経費

 

【事業の目的】
・温泉の有効利用の研究や利用適正化の広報を行い、温泉の保護を図ります。
・別府市が行う市営温泉事業や給湯事業などの事務を行います。

【事業概要】主な経費

・温泉パンフレット印刷費及びリーフレット作成委託料　687千円

・大分県温泉調査研究会、日本温泉協会、国民保養温泉地協議会等負担金　515千円

・温泉受湯料　13,384千円

・石菖栽培用地借上げ料及び栽培管理委託料　2,184千円

・森林遊歩道維持管理委託料（柴石温泉）　292千円

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

21,534 21,534

【事業の目的】
  公衆浴場として、清潔で衛生的な施設を維持し、地域の特性を十分に考慮しながら、市民や
  観光客のコミュニティの場としての整備を行います。

【事業概要】主な経費

・堀田温泉管理、井路維持管理、熱の湯・鶴寿泉清掃、湯都ピア浜脇貯湯槽清掃委託料
  6,959千円

・指定管理料（不老泉グループ、柴石温泉グループ、堀田温泉、北浜温泉、鉄輪むし湯、
  湯都ピア浜脇）　175,924千円

【年間入浴者数】

　1,232,658人（H25度）

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

192,144 123,674 68,470
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

08 03 01 1014 温泉総合管理に要する経費

5 － 1

款 項 目 事業

08 03 01 1015 共同温泉に要する経費

【事業の目的】
 別府市の行っている市営温泉事業、給湯事業に使用している泉源設備、水源設備、それを管
 理する中央監視室の運用及び整備を行い、安定的に温泉を供給します。

【事業概要】主な経費

・施設光熱水費（電気料・水道料）　　　　　28,026千円

・温泉中央監視装置年間保守点検委託料　　　 1,284千円

・泉源施設電気機械設備年間保守点検委託料　 2,447千円

※給湯管総延長　約45㎞　給湯量（１日）4,599kl　給湯箇所　82施設

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

32,739 32,739

【事業の目的】
  地域に密着し、地域住民間の大切なコミュニティの場である共同温泉を支援するため、建物
  改修や泉源掘削等の費用に対する貸付や補助をすることにより、施設改善や環境の整備を促
  進します。

【事業概要】
・補助予定金額（７施設）　5,500千円

・貸付予定金額（７施設）　6,000千円

【実績等】
　　　　　　　　　　　　　　　補助金　　　　　貸付金
　平成２３年度（５施設）　　3,571千円　　　　5,711千円
  平成２４年度（３施設）　　1,185千円　　　　1,185千円
  平成２５年度（８施設）　　5,140千円　　　　7,340千円
　
　
　

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

11,500 4,219 7,281
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

08 03 02 1016 温泉維持補修に要する経費

5 － 1

款 項 目 事業

08 03 02 1017 温泉総合整備に要する経費

【事業の目的】
・市営温泉の設備改善を行うことにより、安全かつ安心して利用できる温泉施設を提供しま
  す。

・泉源や給湯管の維持補修を行い、給湯先への温泉の安定供給に努めます。

【事業概要】主な経費
・泉源施設コンプレッサー整備　　　　　　　　1,848千円
・緊急工事（泉源・施設・給湯）　　　　　　　7,880千円
・スケール抑制装置保守点検委託料（8泉源）  40,242千円
・給湯管スケール除去等委託料　　　　　　　　7,201千円
・朝見水源砂ろ過機更新等委託料　　　　　　　7,182千円

※市営温泉　16施設、給湯管総延長　約45㎞

【実績等】
　市営温泉入浴者数　　1,232,658人（H25度）給湯量（１日）4,599kl　給湯箇所　82施設

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

83,559 83,559

【事業の目的】
  温泉の有効利用を図り、給湯施設への温泉の安定供給に努めます。

【事業概要】主な経費
・温泉中央監視装置更新等委託料　　　　　　11,671千円
※給湯管総延長　約45㎞　給湯量（１日）4,599kl　給湯箇所　82施設

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

11,671 11,671
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

02 01 14 0151 姉妹都市交流に要する経費

5 － 1

款 項 目 事業

02 01 14 0152 国際交流に要する経費

【事業の目的】
  姉妹都市・友好都市との文化・経済・スポーツ等幅広い分野にわたる交流の促進を図りま
  す。

【事業概要】
  姉妹都市・友好都市との交流事業 167千円
  姉妹都市、友好都市提携をしている都市との交流事業を行います。

【対象都市】
  熱海市との間の姉妹都市提携、木浦市との姉妹都市提携（韓国）
  ボーモント市との姉妹都市提携（米国）
  烟台市との友好都市提携（中華人民共和国）
  ロトルア市との姉妹都市提携（ニュージーランド国）、バース市との姉妹都市提携（英国）

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

167 167

【事業の目的】
  国際観光都市にふさわしい都市づくりの促進を行います。

【事業概要】
  国際交流事業 2,550千円
  国際交流都市提携をしている都市との交流や関係団体を通じて国際交流を行います。
 
　海外留学生奨励金事業 300千円
  今後より一層の国際化を推進することを目的とし、諸外国に留学し、積極的に勉学に励み、
  留学先における交流を促進する市民に対し、奨励金の交付を行います。

 

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

2,850 2,850

12



 ２　事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

02 01 14 0840 外国人留学生に要する経費

5 － 1

款 項 目 事業

02 01 14 1152 多文化共生に要する経費

【事業の目的】
  地域活動に積極的な外国人留学生の活動を支援することにより、地域の活性化や、留学生
　と地域社会とのつながり、持続可能な外国人留学生ネットワークの構築を目的とします。

【事業概要】
  外国人留学生地域活動等助成金交付事業 2,500千円
  外国人留学生の独自性、地域性に基づいた市民との交流活動等や別府市の国際化へ向けた活
  動など幅広い提案型地域活動を支援するために助成金を交付します。

【対象者】
　市内大学に在学する３人以上の団体のうち、２分の１が外国人留学生であることが対象と
　なります。

【実施方法等】
　市内大学へ募集し、外国人留学生から応募のあった事業に対し、上限20万円の助成金を交
　付します。
 

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

2,652 2,652

【事業の目的】
  国際理解教室や市民との交流等多文化共生に関する事業を開催することにより、日本人
　住民と外国人住民の相互理解を深め、地域の活性化や住みよいまちづくりの実現を目的
　とします。

【事業概要】
  多文化共生推進事業 407千円
  外国人へのコミュケーション支援や生活支援を行います。また、多文化共生の地域づくりに
  向け、地域社会に対する意識啓発としてパンフレットを作成します。
 
　国際理解教室事業 1,050千円
  別府市内の小・中学校へ外国人留学生を派遣し、国籍や文化の違いを越えて相互理解を深
  め、国際力豊かな人材を育成します。

  国際交流教室事業 150千円
  別府市に在住する外国人の異文化を市民と相互理解し、多文化共生環境を築くために、市民
  と外国人住民の交流を目的とする国際交流教室を開催し、国際交流の場を創出します。

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

1,607 1,607
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

02 01 14 1197 日米草の根交流サミットに要する経費

【事業の目的】
  ホームステイ交流や地域分科会による地域交流プログラムを開催し、日米両国間の草の根
　交流を図り、国境・言葉・生活習慣などの違いを越え、同じ人間として互いに心を通わせ
　合い、理解し合い、友情を深め合う相互の発展に寄与することを目的とします。

【事業概要】
  日米草の根交流サミット開催事業 　500千円
  毎年、日本と米国で交互に開催され、開催回数は過去２３回となります。
　今年度は大分県開催となり、オープニングセレモニーを別府市で開催し、米国参加者を
　対象としたローカルツアーの全てのコースで別府市の観光施設を訪れます。

【参加者】
　アメリカから公募参加者　　１００名～１５０名
　日本国内からの参加者ＯＢ　　　５０名～７０名
　大会関係者　　　　　　　　　　　　　約２０名　　　　　計　１７０名～２４０名
 

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

500 500
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 ２　事業概要（一般会計）

4 － 3

款 項 目 事業

11 06 04 0942 文化振興に要する経費

【事業の目的】
  市民文化の向上・振興を図り、広く市民の芸術文化に対する意識の高揚を図ります。

【事業概要】
  別府湯けむり文学事業 156千円
  毎年「別府」を題材とした短歌、俳句、川柳の作品を募集し、年度末に優秀作の表彰を行い
  ます。

  別府市美術展開催事業 315千円
  市民の芸術文化の向上を図るため別府市美術展開催事業費の一部を補助します。

  別府市民交響楽団事業 1,700千円
  管弦楽を通じて音楽文化の普及向上と市民の芸術文化の向上を図るため、別府市民交響楽団
  事業費の一部を補助します。

  別府アルゲリッチ音楽祭 20,000千円
  本市の芸術文化の振興を図るため、別府アルゲリッチ音楽祭の運営費の一部を負担します。

  文化活動育成事業 1,518千円
  本市の文化活動の活性化を図り、文化の薫るまちづくりのために、市内で活動する文化団体
  に対し活動の支援をします。

  別府現代芸術フェスティバル事業 5,000千円
  別府市中心市街地の空店舗等においてダンス、音楽、ワークショップ等の催しを開催し、現
  代芸術作品の展示を行うことにより、文化芸術振興を図り、別府の魅力や地域資源を全国に
  発信しアートファン等多くの観光客誘致を図ります。

　音泉タウン音楽会事業　1,800千円
　市民が音楽に触れあうことができるまちづくりを目指し、吹奏楽連盟による駅なか音楽会
  や、まちなかで行う音泉タウン音楽会を年間に４回開催します。

　

総合計画の施策体系 生涯学習

事業名称 所管課

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

30,489 5,000 25,489
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

02 01 15 0154 企業誘致推進に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

05 01 01 0365 勤労者研修センター管理に要する経費

事業名称 所管課

307 1 306

商工課

【事業の目的】
　勤労者等の福利厚生の増進に係わる施設の維持管理を行います。

【事業内容】
　①施設維持・管理　307千円（修繕料、浄化槽維持管理委託料、消防設備保守点検委託料）
　　施設の老朽化に伴い必要となる修繕を行います。
　　また、施設を維持するため必要な業務を委託します。

総合計画の施策体系 産業・就労

総合計画の施策体系 産業・就労

予算額

1,019

地方債

所管課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

【事業の目的】
　別府市への企業誘致を行います。

【事業内容】
  産業基盤の高度化、多様化を図るため、内竈地区をＩＴ関連企業の研究所等の集積地と定
  め、企業用地の造成を行い、その用地に係る企業誘致を推進します。

　①旅費　　　　　　　　　　　     191千円
　　誘致先企業を訪問し協議等を行います。また、大分県企業立地推進課と連携し、研究所等
    の設置を行う予定のある企業を訪問します。
　②需用費　　　　　　　　　　　　 162千円（消耗品費、印刷製本費）
　　誘致先企業、予定のある企業に対する情報提供のため、パンフレット・リーフレット等を
    作成します。
　③役務費　　　　　　　　　　　　  21千円（通信運搬費）
　　誘致先企業、予定のある企業に対する情報提供を行います。
　④リサーチヒル管理等委託料　　　 645千円
　　リサーチヒルの造成後の維持管理のため草刈等を行います。

商工課

事業名称

その他 一般財源

1,019

国県支出金
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

05 01 01 0368 勤労者体育センター管理に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

05 01 01 0707 勤労者福祉サービスセンターに要する経費

【事業の目的】
　体育センターを設置し、スポーツ活動等を通じて、体育の振興を図り、勤労者の福祉の増進
  と雇用の安定に資することを目的としています。

【事業内容】
　①施設の基本的維持管理　 　　　　  　1,417千円（消耗品費、光熱水費、修繕料、通信
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運搬費、防火管理者講習会負担金）
　　施設の維持管理に通常必要とされる衛生用品等の消耗品、電気・上下水道料、電話料、修
    繕料の経費及び施設形態により消防法で設置を義務付けられている防火管理者の資格取得
    のための講習会受講料です。
　②施設の外部委託による維持管理　　 　1,098千円（委託料）
　　施設を利用者に気持ち良く、安全に使用してもらうため、清掃委託、警備委託、消防設備
    委託など各種必要な業務を委託します。
　③施設の維持及び整備　               　639千円（施設整備工事費）
　　施設の緊急的補修工事費及び照明の取替工事に係る費用です。

【実績等】
　　Ｈ23年度　　延べ利用者数　　28,245人、　施設使用料　　2,587千円
　　Ｈ24年度　　延べ利用者数　　29,756人、　施設使用料　　2,715千円
　　Ｈ25年度　　延べ利用者数　　31,646人、　施設使用料　　2,854千円

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

3,154 3,051 103

【事業の目的】
　３市１町１村（別府市、杵築市、国東市、日出町、姫島村）による広域地域を枠組みとし
  て、中小企業勤労者に対して総合的な福祉事業を実施するために設置された（一財）大分
  県東部勤労者福祉サービスセンターの事業運営に対して補助を行います。

【事業内容】
  ①勤労者福祉サービスセンター運営費補助金　　8,500千円
　  ３市１町１村の中小企業勤労者等の福祉の向上を図るため、センターが健全な運営、充
　　実した事業の取り組みができるよう補助します。

【負担金内訳】
　３市１町１村の負担金は下記のとおりです。負担金はサービスセンター加入会員数と経済セ
  ンサスによる各市町村の従業者数の割合により算出しています。
　　【別府市】　5,080,450円
　　【杵築市】　1,087,150円
　　【国東市】　1,512,150円
　　【日出町】　　783,700円
　　【姫島村】　　 36,550円

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

8,500 3,419 5,081
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

05 01 02 0374 シルバー人材センターに要する経費

【事業の目的】
　シルバー人材センターは、昭和61年に施行された「高年齢者等の雇用の安定等に関する法
  律」の中で、国及び地方公共団体の責務が明確化されたことに基づき、国の施策として設
  立されました。定年退職後の高齢者等に臨時的かつ短期的な就業の機会を提供することに
  より、生きがいづくりの場を創出するとともに活力ある地域社会の実現を目指す、シルバ
  ー人材センターを支援します。

【事業内容】
　①全国シルバー人材センター協会負担金　　　　50千円（設置自治体会費）
　　全国的に設置されるシルバー人材センターの適正かつ効果的な推進を図るため、事業指
　　導研修、情報提供等を実施するシルバー人材センターの全国組織です。予算の一部を各
　　センター及び設置自治体等の会費で負担しています。
　②シルバー人材センター運営費補助金　　　10,000千円
　　本センターは国の法律に基づき平成２年に設置され、長年にわたり高齢者の就業機会の
　　創出と福祉の増進、活力ある地域社会を維持するため貢献しています。高齢者等の生き
　　がいづくり、社会参加の促進に寄与し、活力ある地域社会づくりを目指すため健全な運
　　営が行えるよう補助します。
　③大分県シルバー人材センター連合会負担金　　72千円(設置自治体会費）
　　県内の各センターの事業活動を支援するとともに、国・県の関係行政機関や関係団体等
　　との連絡調整を行っています。予算の一部を各センター及び設置自治体等の会費で負担
　　しています。
　④シルバー人材センター事業運営貸付金　　15,000千円
　　センターが円滑な事業運営を図れるよう運営資金（運転資金）の貸し付けを行います。

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

25,122 15,000 10,122
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

05 01 02 1023 就労対策等に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

05 01 02 1116 緊急雇用創出に要する経費

【事業の目的】
　若年者に対し総合的な就労支援を行う窓口を設置するとともに関係団体等に補助金等を交付
  し、安定した雇用の確保、豊かな地域社会の実現に寄与します。

【事業内容】
　①ジョブカフェおおいた別府サテライト運営委託料　　3,830千円
　　地元企業とハローワークとの連携のもと、若年者の就職支援総合窓口を商工会議所に委
　　託し、県と共同で設置しています。ここでは、専門の相談員による職業相談、情報提供、
　　セミナーの実施等一人一人の目標に合わせたサービスを提供しています。
　②大分県総合雇用推進協会負担金　　　　　　　　　　　130千円
　　県内における地域雇用を促進することにより、人材定住を図り豊かな地域社会を実現す
　　るため各種雇用対策事業を実施しています。県内１４市３町１村は全て会員として会費
　　を負担しています。
　③別府杵築速見国東地区労働者福祉協議会補助金　　　　270千円
　　別府杵築速見国東地区における勤労者及び地域住民を対象とする地域住民参加型事業（
　　公益事業）に対して、３市１町（別府市、杵築市、国東市、日出町）が補助しています。
　　２４年度までは、メーデー事業に特化していましたが、２５年度からは、他の自治体と
　　足並みを揃え、メーデー事業以外の他の公益事業（労働相談、消費生活相談など）にも
　　活用できるよう変更しました。

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

4,230 4,230

【事業の目的】
　民間企業の活力を用い、賃金の上昇等処遇改善に向けた取組みを積極的に推進し、賃上げや
  非正規雇用労働者の正規雇用化・無期雇用化を図る事業です。

【事業内容】
　企画提案公募により採択された事業所に対し、従業員の賃金上昇のために資格取得支援に係
  る取組を委託し実施するものです。

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

2,073 2,073 0
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

07 01 01 0418 商工総務に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

07 01 02 0422 技能者表彰に要する経費

【事業の目的】
　商工課事務の円滑な実施を図ります。

【事業内容】
　①消耗品購入　　　　　　　159千円
　　コピー用紙や各種ファイル等の必要な事務用品の購入やコピー代の支払いをします。
　②通信運搬料　　　　　　　　9千円
　　後納郵便料の支払いや切手を購入します。

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

168 168

【事業の目的】
　優れた技能者を表彰することにより、広く社会一般に技能尊重の気風を浸透させ、技能者の
  地位向上を図るとともに産業の振興に寄与することを目的としています。

【事業内容】
　①記念品購入　　　　　　　　　108千円
　　受賞者に贈呈する記念品を購入します。
　②消耗品購入　　　　　　　　 　17千円
　　賞状を納める額縁、表彰式当日に会場に飾る演壇花を購入します。
　③賞状作成、写真現像　　　　　 23千円（印刷製本費）（筆耕翻訳料）
　　賞状の印刷、賞状の名前部分の筆耕や表彰式での記念写真現像に係る経費です。
　④通信料　　　　　　　　　　　 21千円（通信運搬費）
　　各種団体へ推薦依頼や被表彰者や来賓者へ表彰式出欠確認のハガキ等を送付します。

【実績等】
　　平成24年度　8業種　12名
　　平成25年度　7業種　11名
　　平成26年度　8業種　12名

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

169 169
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

07 01 02 0425 商工振興助成に要する経費

【事業の目的】
　商工関連団体等の事業費の一部を補助、負担することにより、別府市の商工業の活性化を図
  ります。

【事業内容】
　商工関連団体等に対し、その事業費及び運営費の一部を補助、負担します。

【支出内容】
　①別府商工会議所補助金　　　　　　　　　　　8,000千円
　②小規模企業経営改善普及事業費補助金　　　　5,400千円
　③竹・ルネサンス事業負担金　　　　　　　　　1,200千円
　④別府たばこ販売協同組合補助金　　　　　　　　630千円
　⑤大分県産業創造機構負担金　　　　　　　　　　348千円
　⑥伝統的工芸品産業支援事業費補助金　　　　　　276千円
　⑦大分県物産協会負担金　　　　　　　　　　　　108千円
　⑧大分県中小企業団体中央会補助金　　　　　　　 45千円
　⑨大分県貿易協会負担金                         40千円
　⑩大分県発明協会負担金                         14千円
　⑪北大経済圏構想推進協議会負担金                7千円

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

16,068 16,068
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

07 01 02 0426 中小企業事業資金等融資に要する経費

【事業の目的】
　別府市内の中小企業者の事業資金（運転資金・設備資金等）の融資の円滑化を図り、中小企
  業の経営の安定、育成、振興等に寄与することを目的とします。

【事業の内容】
　別府市中小企業者向け融資制度により、市内の中小企業者に事業資金の一部を融資し、信用
  保証料を補助します。
　また、別府市勤労者生活安定資金貸付制度により市内の勤労者へ生活安定資金の一部を貸付
  します。

　①制度融資パンフレット作成等　　　　　　　　　　　 105千円（消耗品費、印刷製本費）
　　中小企業者向け融資制度及び勤労者向け貸付制度を周知するためパンフレットを作成しま
　　す。
　②中小企業者向け融資制度に係る信用保証料補給金　10,048千円
　　別府市中小企業者向け融資制度のうち、経営安定資金融資・開業資金融資・公害防止設備
　　改善資金融資については、別府市が保証料を全額補助します。
　③大規模建築物耐震改修支援のための利子補給金　　 　872千円
　　建築物の耐震改修の促進に関する法律により耐震診断が義務付けられる旅館ホテル等の負
　　担を軽減するため、改修費の融資に係る利子に対して補助します。
　④中小企業者向け融資制度に係る預託金　　　　　 300,000千円
　　別府市内の取扱金融機関へ融資の原資として予算の範囲内の金額を預託します。
　⑤勤労者向け貸付制度に係る預託金               　1,000千円
　　別府市内の取扱金融機関へ貸付の原資として予算の範囲内の金額を預託します。
　⑥中小企業融資損失補償金                       　1,000千円
　　別府市中小企業者向け融資制度のうち、合理化資金融資・小規模企業者振興資金融資に対
　　する保証債務により大分県信用保証協会に損失が生じたときは、大分県信用保証協会との
　　契約によりその損失を補償します。

【実績等】
　・中小企業者向け融資実績
　　Ｈ21年度　　　　　   　214件　1,246,600千円
　　Ｈ22年度　　　　　   　122件　  653,240千円
　　Ｈ23年度　　　　　    　71件　  404,400千円
　　Ｈ24年度　　　　　　    63件　  359,280千円
　　Ｈ25年度　　　　　　　  46件　　255,800千円
　・中小企業者向け信用保証料補給金実績
　　Ｈ21年度　　　　　　　 198件　   40,714千円
　　Ｈ22年度　　　　　　　 114件  　 20,259千円
　　Ｈ23年度　　　　　 　   52件　    9,599千円
　　Ｈ24年度　　　　　　　　51件　   10,009千円
　　Ｈ25年度　　　　　　　　32件  　　6,756千円

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

313,025 301,449 11,576
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

07 01 02 0950 商店街活性化に要する経費

【事業の目的】
　事業の実施により別府市中心市街地における活性化を図り、まちの魅力を高めることを目的
  とします。

【事業内容】
　中心市街地活性化基本計画終了後も中心市街地活性化事業の執行及び中心市街地活性化協議
  会の運営を補助することにより、継続して中心市街地活性化に努めます。
　①臨時職員賃金　　　　　　　　　　　3,128千円
　　まちなか交流館に配置する臨時職員２名分の賃金です。
　②旅費　　　　　　　　　　　　　　　　 27千円
　　九州経済産業局主催の会議等に出席するための旅費です。
　③需要費・役務費　　　　　　　　　　　780千円（消耗品費、光熱水費、修繕料）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （通信運搬費）
　　まちなか交流館の基本的維持管理費等です。
　④委託料　　　　　　　　　　　　　　1,120千円（警備、消防設備保守点検、看板撤去）
　　ポケットパークの管理委託、まちなか交流館の各種委託業務及び商店街駐車場補助事業
　　の終了に伴う看板撤去委託に係る費用です。
　⑤商店街振興事業費補助金　　　　　　　285千円
　　商店街の個店経営研修を行うことにより、魅力ある個店を拡大していくことで、商店街
　　事業と個店の売上向上に好循環を生み出し、市民や来街者にとって魅力ある商店街の創
　　出を図ります。
　⑥中心市街地活性化協議会補助金　　　5,350千円
　　中心市街地活性化の総合的かつ一体的な推進に関し必要な事項について協議することを
　　目的に設置された同協議会の運営費を補助します。
　⑦商店街イベント補助金　　　　　　　3,800千円
　　市内の商店街振興組合等又は市長が特に商店街の活性化に寄与すると認める団体が行う
　　商店街イベント事業で、継続性があり、かつ、集客効果が著しく高いと認められるもの
　　に対し補助します。
　⑧商店街街路灯電気料補助金　　　　　1,700千円
　　電気料値上げ及び加入店舗数の減少により、街路灯電気料の負担が増加しており、この
　　ままでは街路灯の消灯にもおよぶ可能性があり、商店街の賑わいや防犯上の問題がある
　　ため、商店街に設置された街路灯に係る電気料を対象として、4分の1を補助することに
　　より、安全安心の商店街の形成を図ります。

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

16,190 8,016 8,174
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

07 01 03 0428 消費者啓発に要する経費

【事業の目的】
　消費生活に関する相談・啓発を行い、消費者被害の未然防止と問題の早期解決を図ります。
  また、消費生活に関連の深い商品の小売価格及び計量、表示、過大包装等の実態を調査し、
  商品選択に対する知識の啓発と市民の消費生活向上を図ります。

【事業内容】
　①消費生活相談業務　　　　　　　　　2,317千円（消費生活相談業務委託料）
　　平成２５年度から消費生活センターを開設し、対応時間を拡大しました。
　　市民から寄せられる消費生活相談に対して、専門相談員が助言・斡旋します。
　②多重債務相談業務　　　　　　　　　　519千円（多重債務相談業務委託料）
　　毎月２回、弁護士が相談者の実情に応じた債務整理方法について助言します。
　③消費者啓発用チラシの作成　　　　　　240千円（印刷製本費）（配送委託料）
　　悪徳商法や消費者トラブル等の事例を紹介したチラシを作成し、市内に配布します。
　④多重債務相談広報チラシの作成　　　　256千円（印刷製本費）（配送委託料）
　　多重債務相談会実施の広報のため、チラシを作成し市内に配布します。
　⑤消費生活啓発講座の講師派遣　　　　　120千円（消費者啓発講師謝礼金）
　　市内で行われる啓発講座に講師を派遣し、悪質商法等の事例紹介とその対処法を説明し
　　ます。
　⑥小売価格調査　　　　　　　　　　　　476千円（調査員謝礼金）（消耗品費等）
　　公募により消費生活モニターを選定し、年間を通じて市内店舗の小売価格調査を行いま
　　す。また、商品の分量表示が適正であるか調べるため、試買調査を行います。
　⑦その他の経費　　　　　　　　　　　　104千円（臨時職員賃金）（旅費）
　　２年に１度実施される特定計量器の定期検査実施のため雇用する臨時職員賃金と、国民
　　生活センターとの情報共有のためのネットワークシステムが更新されることに伴う研修
　　に参加するための旅費です。

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

4,032 1,644 2,388
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

07 01 04 0430 竹細工伝統産業会館管理運営に要する経費

【事業の目的】
　竹細工伝統産業会館の運営及び維持管理を行います。

【事業内容】
　大分県で唯一伝統的工芸品として指定されている「別府竹細工」の魅力を発信し、観光行政
  への貢献を行うとともに、「別府竹細工」の伝統を後世へ引き継ぐため後継者育成を行いま
  す。

　①後継者育成事業　  1,200千円（講師等謝礼金）
　　毎年６月から行う竹の教室に講師を招き、初級、中上級に分けて年間各４０回行い「別
　　府竹細工」の後継者を育成します。
　②会議等出席　　　　　 18千円（普通旅費)
　　福岡で行われる日本伝統工芸展視察、伝統的工芸品産業振興協議会への会議に参加しま
　　す。
　③施設環境整備　　　3,001千円（消耗品費、燃料費、光熱水費、修繕料、手数料、原材
　　　　　　　　　　　　　　　　料費）
　　観光客、工作機械利用者へ居心地の良い環境を整備します。また、老朽化に伴う施設、
　　工作機械の修繕を行います。
　④施設周知　　　　　1,159千円（印刷製本費、通信運搬費）
　　竹細工伝統産業会館パンフレットの印刷、観光企画会社、個人へのパンフレット送付、
　　問い合わせの対応を行います。
　⑤施設維持管理　　　2,604千円
　　竹細工伝統産業会館を健全に運用していくため、警備、電気設備、消防設備、植栽管理
　　の業務委託を行うほか収蔵品に損害保険をかけ万が一の事故等に備えます。
　⑥施設整備　　　　 15,900千円（工事請負費）
　　施設の老朽化に伴い、平成２７年度は空調設備の更新等の工事を行います。
　⑦備品購入　　　　    600千円（作品購入費）
　　竹細工伝統産業会館の収蔵品を充実させ、観光客を呼び込みます。
　⑧負担金　　 　　　　　76千円
　　施設運営上必要な防火管理者講習会に参加し、安全な施設運営を行います。
　　竹文化に関する振興協会へ負担金を支出し会員として情報共有等を行います。

【実績等】
　　Ｈ２３年度　来館者数　13,837人　収入　3,192千円（入館料・施設使用料）
　　Ｈ２４年度　来館者数　15,582人　収入　3,691千円（入館料・施設使用料）
　　Ｈ２５年度　来館者数　15,635人　収入　3,694千円（入館料・施設使用料）

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

24,558 3,581 20,977
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 ２　事業概要（特別会計）

所管課

【歳入歳出予算】

款 款

01 使用料及び手数料 01 総務費

02 繰入金 02 予備費

03 諸収入

【事業内容】

　歳入
　①売上高使用料
　　【H23】 7,175,024円　　【H24】 6,263,726円　　【H25】 6,125,678円
　②施設使用料
　　【H23】17,215,044円　  【H24】17,155,194円　　【H25】20,661,768円
　③雑入（施設使用者負担電気料等収入）
　　【H23】 7,445,593円　　【H24】 7,156,290円　　【H25】 8,194,301円

　歳出
　①公設地方卸売市場運営協議会に要する経費　　　71千円
　　公設地方卸売市場運営協議会は、市場における業務の円滑なる運営を図るため、15名
　　の委員により組織され、市場の業務の運営に関すること及びその他市場運営に関し必
　　要な事項について協議します。

　②管理運営に要する経費　　　　　　　　　　26,516千円
　　市場施設の維持管理のために、施設設備の保守点検等の業務委託に係る経費や、光熱
　　水費に係る経費などを計上し業務の円滑な運営を図ります。

　③業者指導に要する経費　　　　　　　　　　 　500千円
　　市場の健全かつ円滑なる運営と秩序の保持を図り、市場の発展を促進するための市場
　　協力会の負担金や、青果・水産・花きの買受人組合が他の市場を視察することにより
　　経営の向上を図るための補助金です。

　④施設整備に要する経費　　              　 3,000千円
　　円滑な市場運営を行うために、年度内に発生した不良箇所の整備を行います。

特別会計名 地方卸売市場事業特別会計 商工課

27,824

824

37,00037,000歳入　計 歳出　計

予算額 予算額

36,154

846

8,352
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 ２　事業概要（特別会計）

所管課

【歳入歳出予算】

款 款

01 入場料及び使用料 01 競輪費

02 車券発売金 02 公債費

03 財産収入 03 諸支出

04 繰越金 04 予備費

05 諸収入

06 繰入金

歳入　計 16,687,000 歳出　計 16,687,000

【予算概要】
　平成27年度の別府競輪場開催日数は51日で、前年度より3日削減となっています。開催
  内容としましては、2日制のFⅡグレードである全日本プロ選手権記念競輪を九州地区
  では約20年ぶりに別府競輪場で開催致します。この開催に伴い前年度に比べ歳入歳出
  予算ともに増額となっています。

  歳　入
  ①開催売上額　15,212,000千円　前年見込対比　3,192,436千円の売上増となります。
　  別府市営別府競輪の開催売上額です。
　  25年度実績　10,110,599千円
    26年度見込　12,019,564千円

  歳　出
  ①施設整備に要する経費　303,734千円
　  別府競輪場及びサテライト宇佐の映像機器を現在のＳＤ対応機器からＨＤ対応機器
    へ更新し、別府競輪の映像を視聴するお客様へのサービス向上につなげるための経
    費です。

  ②周辺対策に要する経費　35,577千円
　  周辺対策事業として、別府競輪場周辺の整備を行うとともに、地元主催の行事等を
    補助することにより、地元住民との調和を図る経費です。
　　26年度実績　亀川夏まつり補助金　6,300千円

  ③基金積立金　103,945千円
　  別府競輪場の老朽化した施設の改修及び建替え工事等を計画的に行うために別府市
    競輪施設整備基金に積み立てるものです。
　　26年度末基金累計見込
　　別府市競輪事業基金　1,220,185千円　　別府市競輪施設整備基金　300,000千円

  ④一般会計繰出金　300,000千円
　  競輪事業の収益の一部を一般会計へ繰出し、福祉の増進、医療の普及等に充てられ
    ています。
　　実績　平成24年度300,000千円  平成25年度200,000千円　平成26年度500,000千円
  ⑤施設改修に要する経費　43,936千円
　  ５年に一度のバンク塗り替え工事及び老朽化した施設の耐震診断を行います。

603,275

400,000

15,212,001 9,247

6,711 300,000

460,000 310,152

5,013 16,067,601

特別会計名 競輪事業特別会計 競輪事業課

予算額 予算額
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 02 0378 農業総務に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 0380 農業後継者育成対策に要する経費

【事業の目的】
　別府市内の農業後継者の安定した農業経営を図ります。

【事業内容】
・農業後継者育成資金利子補給金　5千円
　農業後継者育成資金を借入れした者に対してかかる利子を助成するための補給金です。

・農業青年開発グループ活動補助金　25千円
　新規就農者の確保・育成のため、各種研修会や先進地視察等を実施する本グループに対して
  事業費の一部を補助します。

・農業後継者育成対策預託金　10,000千円
　本預託金をべっぷ日出農業協同組合へ預託し、市内の農業後継者に対して貸付けを行ないま
  す。

【Ｈ２５年度実績】
　農業後継者育成資金利子補給金　1千円、農業青年開発グループ活動補助金　27千円、
　農業後継者育成対策預託金　10,000千円

10,030 10,000 30

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

【事業の目的】
  各種研修会等に参加し、知識の向上、推進を図ります。
　また、農業に係る業務全般の効率的な運営を推進します。

【事業内容】
　研修及び参考書籍や各種調査資料の作成に必要な事務用品費の購入、当課所管の車両の維持
  管理等、農政関係全般の円滑な運営を推進します。

【Ｈ２５年度実績】
　普通旅費　40千円、消耗品費　65千円、燃料費　154千円、修繕料　92千円、通信運搬
　費　39千円、自動車重量税　7千円

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

457 457
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 0381 有害鳥獣被害防止に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 0382 農村地域等整備促進に要する経費

【事業の目的】
　食料、農業、農村基本法の基本理念の実現を目指し、生産性の高い農業経営を促進します。

【事業内容】
・人・農地問題解決加速化支援事業（人・農地プラン作成事業）　331千円
　集落・地域での話し合いにより、地域の中心となる担い手や農地保全のための取り組み
　(作業委託・農地集積)について人・農地プランを作成に要する推進事務費です。
 （Ｈ２４から実施、国庫補助１００％）。
・青年就農給付金事業　2,480千円
　一定の要件を満たした新規就農者に対して年間１５０万円を給付します。また、
　本事業に要する推進事務費を合算した事業費です（Ｈ２４から実施、国庫補助１００％）。
・農業経営基盤強化資金特別利子助成事業費補助金　30千円
　農業経営基盤強化資金を借り入れした者に対し、国が行う利子助成事業の補助率に応
　じて市が利子を補助します。

【Ｈ２５年度主な実績】
  人・農地問題解決推進事業　　　　1,480千円
　青年就農給付事業　　　　　　　　6,285千円
　農業経営基盤強化資金特別利子助成事業費補助金　31千円

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

3,214 2,825 389

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

12,623 2,554 2,740 7,329

【事業の目的】
　有害鳥獣による農林作物の被害の軽減、防止をします。

【事業内容】
・有害鳥獣捕獲謝礼金　10,120千円
　有害鳥獣捕獲事業によりイノシシ、シカを捕獲した者に対してその捕獲した種類や期間に応
  じて定めている謝礼金を支払います。
・消耗品費　103千円
　有害鳥獣捕獲事業用わな標識、鳥獣捕獲許可標識及び有害鳥獣被害防止対策に要する事務用
  品を購入します。
・有害鳥獣被害防止対策事業費補助金　1,400千円
　イノシシ、シカ、野猿被害の多発地域に防護柵や防護ネット等を設置した者に対して購入費
  の一部を補助します。
・別府市鳥獣害対策協議会補助金　1,000千円
　有害鳥獣被害対策事業を実施している本協議会に対して事業費の一部を補助します。

【Ｈ２５年度実績】
　有害鳥獣捕獲謝礼金　8,696千円、有害鳥獣被害防止対策事業費補助金　1,120千円、
　別府市鳥獣害対策協議会補助金　500千円

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 0383 水田営農推進対策に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 0386 農業用施設等整備に要する経費

2,116 2,116

【事業の目的】
　安定した農業用水を確保することにより、農業生産の拡充、農業経営の効率化を図ります。

【事業内容】
・消耗品費　51千円
　耕地設計に必要な書籍や事務用品費を購入します。
・柴石農地農業用施設整備工事費　1,000千円
　農地・農業用施設の整備を行います。
・農道及びかんがい用施設改修事業費補助金　750千円
　農業用排水路や農業用道路の改修及び災害復旧等を実施する者に対して、それに要する
　経費の一部を補助します。
・土地改良積算システム保守委託料及び運用負担金　315千円
　農林水産業施設の災害復旧工事費に係る大分県土地改良事業標準積算システムの運用に
　係る委託料及び負担金を支出します。

【Ｈ２５年度実績】
　消耗品費　47千円、農道及びかんがい用施設改修事業費補助金　600千円、土地改良積算
　システム保守委託料及び運用負担金　240千円

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

【事業の目的】
　経営所得安定対策直接支払推進事業をはじめとした各事業の円滑な推進による水田農業経営
  の確立及び地域農業の再生を図ります。

【事業内容】
・別府市農業再生協議会負担金　1,000千円
　べっぷ日出農協が毎年、安定した価格で生産者から米を買い入れ、買入れ価格と販売価格と
  を比較して、販売価格が買取価格を下回った場合に、負担金からその差額分を補填します
（農協も同額を負担）。
・経営所得安定対策直接支払推進事業　2,821千円
　経営所得安定対策支払事業を円滑に推進するための説明会、営農計画書の作成、交付申請の
  受付、現地確認、システムへの入力・集計等を行ないます。
　また、集落の農業者への連絡、現地確認の案内などに協力した農事自治組合長に対して報償
  金を支出します（国庫補助１００％）。

【Ｈ２５年度実績】
　農事自治組合長報償金　573千円、別府市農業再生協議会負担金　1,000千円、戸別所得補償
  制度推進事業　2,540千円

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

3,821 2,821 1,000
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 0387 農業振興に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 0388 市営ザボン園に要する経費

【事業の目的】
　市営ザボン園の円滑な運営維持管理を目的としています。

【事業内容】
・臨時職員賃金　2,324千円
　農作業やザボンの出荷作業等に従事するための臨時職員２名を雇用します。

・消耗品費　613千円
　肥料、農薬、出荷用の袋、箱、稲藁などザボンの育成から出荷までに要する消耗品を購入し
  ます。

【Ｈ２５年度実績】
　臨時職員賃金　2,112千円、消耗品費　582千円

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

3,139 1,200 1,939

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

11,200 11,200

【事業の目的】
　各種協議会・協会・関係団体への支援及び各種資金の利子助成を行なうことにより農業の振
  興を促進します。

【事業内容】
・大分県農林水産祭（農業部門）開催補助金　5,000千円
　大分県農林水産祭(農業部門)は平成１６年度より別府市で開催しており、開催に要する経費
  の一部を補助します。

・別府市農業振興対策協議会負担金　4,000千円
　別府市における農業生産者団体の生産及び経営基盤を確立するため、各種助成や指導等を行
  う本協議会に対して負担金を支出します。

【Ｈ２５年度実績】
　大分県農林水産祭（農業部門）開催補助金　5,000千円、別府市農業振興対策協議会負担金
　4,000千円

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 0389 市民農園に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 0390 別府市農林水産祭に要する経費

1,086 1,086

【事業の目的】
　地産地消、食育の推進を目的に市内農業関係団体を主として農産品展示販売等を行ないま
  す。

【事業内容】
・イベント出演者謝礼金　46千円
　イベント参加団体及び交通指導員に対して報償費を支出します。
・消耗品費　145千円
　餅まき用の餅、イベント賞品等を購入します。
・光熱水費　3千円
　会場にて使用する水道代を支出します。
・会場整備等委託料　750千円
　テント、椅子、テーブル、ステージ等会場を整備する委託料を支出します。
・会場整備工事費　142千円
　会場で水道が使用できるよう水道排水工事を実施します。

【Ｈ２５年度実績】
　イベント出演者謝礼金　46千円、消耗品費　113千円、光熱水費　1千円、会場整備等委託
  料　483千円、会場整備工事費　122千円

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

【事業の目的】
　市民農園を貸与することにより、農村部と都市部との交流を通じての地域農業の振興及び遊
  休農地の解消を図ります。

【事業内容】
・消耗品費　45千円
　市民農園コンクールの賞品や市民農園休憩施設に要する消耗品等を購入します。
・光熱水費　30千円
　市民農園休憩施設にかかる水道代及び電気料を支出します。
・修繕料　10千円
　市民農園休憩施設の設備等にかかる修繕料を支出します。
・管理委託料　180千円
　市民農園休憩施設の施錠・解錠・ガスの点検・水道の点検・トイレ及び浄化槽の点検・
　排水設備の点検など利用者が快適に使用できる状態を保持するための委託料を支出します。
・農地借上料　294千円
　休憩施設含む市民農園の土地借上料を支出します。

【Ｈ２５年度実績】
　消耗品費　38千円、光熱水費　27千円、管理委託料　180千円、農地借上料　294千円

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

559 390 169
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 0797 ふるさと水と土保全対策に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 0987 古賀原地区営農飲雑用水施設に要する経費

【事業の目的】
　古賀原地区の安定した飲料水等を確保するため、大分県より譲与された古賀原地区営農飲雑
  用水施設を、別府市と水道局との間で締結した協定書に基づいて補修、技術管理、薬品補
  給、水質検査などの維持管理に関する業務を行います。

【事業内容】
・維持管理負担金　1,147千円
　当該施設に係る電気料、水質検査手数料、修繕料等を委託している水道局へ支出します。

【Ｈ２５年度実績】
　維持管理負担金　607千円

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

1,147 1,147

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

87 87 0

【事業の目的】
　別府市ふるさと水と土保全基金条例に基づいて農業振興地域の振興を図るため、別府市ふる
  さと水と土保全基金の利息分を活用します。

【事業内容】
・消耗品費　　　　30千円
　菜の花の苗や蓮華の種を購入し、農繁期でない時期に農地に蒔くことで景観を保全するとと
  もに良好な土壌を保持します。

・全国棚田（千枚田）連絡協議会負担金　　30千円
　全国の棚田地域の現状、施策について情報を入手するとともに、県内外にネットワークを築
  き、棚田地域の維持・保全を図ります。

・ふるさと水と土保全基金積立金　27千円

（参考）平成２５年度末現在の利息金額　362,326円（基金元金1,000,000円）

【Ｈ２５年度実績】
　消耗品費　29千円

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 0991 中山間地域等直接支払に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 1024 農地・水・環境保全向上対策に要する経費

3,943 3,018 925

【事業の目的】
　農家の高齢化や混在化が進んで耕作放棄地が増加する中、農地や水等の資源を守る効果の高
  い地域ぐるみの共同活動と環境保全に向けた環境保全型農業の取組に対して交付金によりそ
  の集落を支援します。

【事業内容】
・消耗品費　114千円
　農地・水保全管理支払推進交付金を活用して本事業に要する消耗品を購入します（国庫補助
  １００％）。
・多面的機能支払交付金事業負担金　　　3,697千円
　農業・農村が有する多面的機能の維持・発揮を図るための地域の共同活動に係る支援を行
  い、地域資源の適切な保全管理を推進します。
　≫維持支払＋資源向上（共同活動）　　3,380千円
　　古賀原集落（453千円）、東山（1,197千円）、内成（950千円）、天間（780千円）
　≫資源向上（長寿命化）　　　　　　　　317千円
　　山の口集落（317千円）

【Ｈ２５年度実績】
　消耗品費　69千円、農地・水・環境保全向上対策負担金　186千円

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

【事業の目的】
　　農業生産条件の不利な中山間地域において耕作放棄の懸念のある農地に対して農業生産
　活動と多面的機能を推進する活動を行なう集落に５年間の直接支払いを実施します。

【事業内容】
・消耗品費　52千円
・燃料費　70千円
・印刷製本費　78千円
　　中山間地域等直接支払推進交付金を活用して本事業に要する消耗品の購入、燃料費、印
　刷製本費を支出します。
・中山間地域等直接支払交付金　20,493千円
　　≪内訳≫　内成地区　6,648千円
　　　　　　　天間地区　5,465千円
　　　　　　　東山地区　8,380千円

【Ｈ２５年度実績】
　　消耗品費　54千円、燃料費　68千円、印刷製本費　78千円、中山間地域等直接支払交付
　　金　20,492千円

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

20,693 13,761 6,932
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 1042 農業用施設施設維持管理に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 1188 農地中間管理事業に要する経費

【事業の目的】
　担い手農家への農地の集積・集約化を図るため、「農地中間管理事業の推進に関する法律」
  に基づき、大分県に設置された農地中間管理機構（大分県農業農村振興公社）から受託する
  業務を推進します。

【事業内容】
　農地中間管理機構は、農業振興地域内の分散した農地や耕作放棄地を借受けて集約し、担い
  手がまとまりのある形で利用できるよう貸し付ける業務を行います。その業務の一部を受託
  し、相談窓口、出し手の掘り起こし及び交渉等を関係機関と連携して実施します。

・職員手当　　　　53千円
　地元説明会等への出席するための手当です。
・消耗品費　　 　183千円
　説明会等で使用する消耗品費を支出します。
・印刷製本費　 　186千円
　説明会等で使用する農地地図の印刷製本費を支出します。

（Ｈ２６年度から実施した事業です。）

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

514 514 0

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

154 154

【事業の目的】
　内成棚田の景観・環境保全及び地区と観賞者との交流等による地区の活性化を目的として内
  成地区交流施設（東屋トイレ）の維持管理をします。

【事業内容】
・消耗品費　17千円
　トイレットペーパー、トイレ洗剤、消臭芳香剤等当該施設に要する用品購入費です。
・光熱水費　70千円
　当該施設にかかる水道料金及び電気料金を支出します。
・手数料　5千円
　当該施設の浄化槽の定期検査料を支出します。
・浄化槽管理委託料　62千円
　当該施設の清掃及び毎月の管理委託料を支出します。

【Ｈ２５年度実績】
　光熱水費　69千円、手数料　5千円、浄化槽管理委託料　60千円

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 04 0393 園芸奨励に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 02 01 0398 畜産振興に要する経費

138,324 68,400 68,570 1,354

【事業の目的】
　畜産関係団体への助成などにより畜産振興を促進し、また、農家の経営の安定を図ります。

【事業内容】
・別府市畜産振興会補助金　187千円
　家畜の伝染病の予防等を行なう本団体の事業費の一部を補助します。
・大分県畜産共進会開催補助金　1,000千円
　大分県農林水産祭の一環として開催している大分県畜産共進会肉用牛の部の開催に要す
　る経費の一部を補助します。
・（株）大分県畜産公社新施設整備建設費補助金　　136,970千円
　県内唯一のと畜場である大分県畜産公社の新施設建設に対して事業費の一部を補助します
（Ｈ２７年度のみ）。

【Ｈ２５年度実績】
　別府市畜産振興会補助金　187千円、大分県畜産共進会開催補助金　1,800千円

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

【事業の目的】
　園芸農業の振興及び生産技術の向上を目的として、園芸振興に係る各種協議会等の団体に対
  しての助成や園芸農家指導のために必要な研修などを実施します。

【事業内容】
・普通旅費　12千円
　別府市園芸組合連合会視察研修などに要する旅費を支出します。
・別府市園芸組合連合会補助金　195千円
　園芸作物の振興を目的として市内6地域の園芸団体で構成されている本組織に対して事業費
  の一部を補助します。
・大分県園芸技術者協議会負担金　3千円
　本協議会の会員となっていることに伴う会費を支出します。

【Ｈ２５年度実績】
　普通旅費　11千円、別府市園芸組合連合会補助金　195千円、施設園芸償還金負担軽減対策
  事業費補助金　553千円、大分県園芸技術者協議会負担金　3千円

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

210 210
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 03 01 0399 林業総務に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 03 02 0405 林業振興に要する経費

【事業の目的】
　林業の振興を促進するため、各種協議会や協会等の関係団体に対して補助します。

【事業内容】
・大分県農林水産祭（林業部門）開催補助金　800千円
　平成１６年度より別府市に誘致して開催しており、開催に要する経費の一部を補助します。

・椎茸種駒購入費助成事業費補助金　600千円
　椎茸生産量の維持及び増大を図るとともに、椎茸生産の振興及び椎茸生産者の経営安定を図
  るため、椎茸種駒の購入に要する費用の一部を補助します。

・ほだ木造成緊急支援事業費補助金　510千円
　しいたけ生産者の生産意欲の減退を防ぐことを目的として、ほだ木造成経費の一部を３年間
  に限り緊急的に支援します（平成２５年度より実施）。

【Ｈ２５年度実績】
　大分県農林水産祭（林業部門）開催補助金　800千円
  椎茸種駒購入費助成事業費補助金          441千円
  ほだ木造成緊急支援事業費補助金        　391千円

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

5,447 1,233 4,214

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

3,945 31 3 3,911

【事業の目的】
　鳥獣飼養許可、市有林の火災保険加入、研修等林業全般に係る業務を推進します。

【事業内容】
・市有林監視員謝礼金　720千円
　別府市市有林監視員規程に基づいて委嘱された市有林野の保護取締りにあたる委員に対して
  謝礼金を支出します。
・火災保険料　1,524千円
　市有林に関して森林保険契約を締結し、保険料を支出します。
・市有林管理等委託料　960千円
　市有林の管理路及び境界にある樹木等の植物を刈る（伐開）委託料を支出します。

【Ｈ２５年度実績】
　市有林監視員謝礼金　720千円、火災保険料　1,554千円、市有林管理等委託料　960千円

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 03 03 0406 公有林整備に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 03 03 0407 森林病害虫防除に要する経費

1,474 489 985

【事業の目的】
　重要な森林資源の保全を図るため、森林病害虫等を早期かつ徹底的に駆除することで蔓延を
  防止し、市民や観光客に親しまれる森づくりを行ないます。

【事業内容】
・森林病害虫防除等委託料　1,474千円
　松林の松くい虫防除等にかかる薬剤注入、散布及び被害木の伐採（伐倒駆除）、桜のてんぐ
  す病防除にかかる枝除去等を行ないます。

【Ｈ２５年度実績】
　森林病害虫防除等委託料　1,320千円
（志高湖や関の江周辺の松林の松くい虫防除、扇山桜の園のてんぐす病防除など）

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

【事業の目的】
　森林資源の一層の質的高度化を図るために、森林生産基盤整備や森林の有する公益的機能の
  高度発揮に資することで、地域の振興及び環境の保全として市有林を整備します。

【事業内容】
・消耗品費　110千円
　市有林の整備に要する書籍、事務用品費等を購入します。

・下刈等委託料　28,486千円
　健全な森林を育てるため市有林の混みすぎた立木の一部抜き伐り（間伐）や下草の刈取り
 （下刈）を行います。また、火炎の延焼を防ぐために防火帯の整備等を実施します。

・立木調査委託料　813千円
　椎茸原木用クヌギの売払いに伴い、本数調査や直径計測等の立木調査を実施します。

【Ｈ２５年度実績】
　消耗品費　77千円、下刈等委託料　21,646千円、市有林間伐等分収交付金　756千円

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

29,409 8,874 20,535
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 03 03 0410 林道に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 03 03 0412 観賞樹林整備に要する経費

【事業の目的】
　市民や観光客の憩いの場や野外レクリエーションの場として広く利用されている観賞樹林
 （東山いこいの森、紅葉の森等）の維持管理を行ないます。

【事業内容】
・光熱水費　66千円

・修繕料　50千円
　由布登山口トイレにかかる電気料及び修繕料を支出します。

・維持管理委託料　5,970千円
　観賞樹林の下刈や植栽等を行ないます。

【Ｈ２５年度実績】
　光熱水費　60千円、維持管理委託料　5,486千円

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

6,086 6,086

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

1,800 1,800

【事業の目的】
　森林の適正な維持管理を容易に行うことを可能にすることで、近接の生活環境の整備や地域
  産業の振興を促進するとともに、間伐材の運搬車輌や作業車車輌の安全な通行を図ることを
  目的として、林道の補修工事を行います。

【事業内容】
・林道補修工事費　1,800千円
　市が所管する林道において、経年劣化による損傷や災害によって被災した箇所の補修や作業
  効率の向上を図るための拡幅等の整備を行います。

【Ｈ２５年度実績】
　林道補修工事費　1,609千円
（東山陣ノ尾作業道整備工事、東山森林作業道旋回場舗装工事など）

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 03 03 0414 竹林維持管理に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 03 03 1201 由布岳正面登山基地整備に要する経費

35,227 25,998 4,614 4,615

【事業の目的】
　由布岳正面登山基地に設置されているトイレを改修し、衛生環境の改善を図ります。

【事業内容】
・測量設計委託費　　 　1,682千円
・便槽洗浄等委託料　　　 230千円
　既設トイレの産廃処理に伴う洗浄及び消毒を行います。
・看板整備委託料　　　　 486千円
　外国人の利用を想定し、標識等の多言語表記化を行います。
・便所整備等工事費　　32,829千円
　現在の落下式の和式トイレから簡易水洗式の洋式へ改築します。

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

【事業の目的】
　主要観光地周辺や幹線道路沿線の伐竹整備を推進し、森林を守り育てる意識の醸成並びに観
  光振興をはじめとする地域振興への寄与を目的として竹林及び周辺原野の維持管理を実施し
  ます。

【事業内容】
・伐竹等委託料　620千円
　優良竹林化を図るため、間伐（混みすぎた竹林の一部を伐る）による伐竹整備を行います。

【Ｈ２５年度実績】
　竹林維持管理委託料　483千円、伐竹等委託料　998千円
　※また、竹林維持管理の効率化を図るため、Ｈ２３年度に竹粉砕機を購入（1,869千円、
　県補助３／４）して竹の破砕処理を実施しています。

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

620 620
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 04 01 1025 水産業総務に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 04 02 0415 漁業後継者育成対策に要する経費

【事業の目的】
　漁業後継者の計画目標の達成の促進及び市内水産業の発展を図ります。

【事業内容】
・漁業後継者育成資金利子補給金　10千円
　漁業後継者育成資金を借入れした者に対してかかる利子を助成するための補給金です。

・漁業後継者育成対策預託金　20,000千円
　本預託金を大分県漁業協同組合へ預託し、市内の漁業後継者に対して貸付けを行ないます。

【Ｈ２５年度実績】
　漁業後継者育成資金利子補給金　2千円、漁業後継者育成対策預託金　20,000千円

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

20,010 20,000 10

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

47 47

【事業の目的】
　研修会の出席や書籍の活用等水産業に係る業務全般の効率的な運営を推進します。

【事業内容】
・普通旅費　13千円
  漁港漁場積算基準講習会や担当者会議等に出席します。
・消耗品費　30千円
　漁港漁場関係工事積算基準等の書籍や事務用品費を購入します。
・会議等出席負担金　4千円
　漁港漁場積算基準講習会出席等に係る旅費および負担金を支出します。

【Ｈ２５年度実績】
　会議等出席負担金　　1千円

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 04 02 0417 水産業振興に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 04 02 0934 沿岸漁場保全に要する経費

7,266 7,266

【事業の目的】
　効用の低下した漁場の堆積物の除去（海底耕うん）を実施することで、海底にすむ魚のえさ
  となるゴカイ、エビなどの生物の生息場所を拡大させ海底環境の改善を図るとともに、堆積
  物を減少させることで底引き網漁の網へのゴミの混入を防ぎ、操業効率の向上を図ります。

【事業内容】
・小規模漁場保全事業委託料　　7,266千円
　別府国際観光港沖北灯台以南海域（4.00k㎡）の海底耕うんを実施し、底質の改善等環境保
  全を図ります。

（Ｈ２６年実施箇所）
　別府国際観光港沖北灯台以北海域（4.52k㎡）

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

【事業の目的】
　各種協議会や協会等の関係団体への支援を行うことにより水産業の振興を促進します。

【事業内容】
・栽培漁業推進事業費補助金　1,500千円
　クルマエビ、マコガレイ、ヒラメ等を中間育成し栽培漁業を推進することで水産業の振興を
  図る大分県漁業協同組合に対し、その事業費の一部を補助します。

・大分県農林水産祭（水産部門）開催補助金　2,000千円
　平成１６年度より別府市に誘致して開催しており、開催に要する経費の一部を補助します。

・沿岸漁業振興特別対策事業費補助金　5,514千円
　亀川漁港にある研修施設の改修に要する経費に対して地元負担分を除く費用を県と市で補助
  します。

【Ｈ２５年度実績】
　栽培漁業推進事業費補助金　1,500千円、大分県農林水産祭（水産部門）開催補助金
　2,000千円、亀川漁港給油設備改修工事費補助金　6,623千円

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

10,748 2,757 7,991
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 ２　事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 04 02 1043 県施行負担金

【事業の目的】
　漁獲可能資源の増加、漁業外産業の促進及び自然環境の保全、漁場改善及び漁業生産力の回
  復を図ります。
　また、漁港施設の長寿命化及び更新コストの平準化・縮減を図ります。

【事業内容】
・漁場環境保全創造事業費負担金　2,000千円
　≫別府湾周辺部漁場（堆積物除去・耕うん）　2,000千円
　　別府湾周辺の海底の底質改善を図るため、堆積物の除去を行ないます。

・水産物供給基盤機能保全事業費負担金　9,000千円
　≫亀川漁港泊地（物揚場矢板補修）　9,000千円
　　亀川漁港（旧港）泊地岸壁にある物揚場矢板が老朽化しており、この矢板の補修を行いま
    す。

【Ｈ２５年実績】
　漁場環境保全創造事業費負担金　6,250千円

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

11,000 11,000

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課
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